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基本施策３ 権利擁護支援体制の強化 

１）権利擁護の支援に関する取り組みの充実と周知・利用促進 

①  権利擁護の支援を必要とする人は増加傾向にあるが、成年後見制度に関する当事者・

家族、市民、民生委員・児童委員の認知は十分ではなく、認知・理解不足が制度利用の障

壁となっていることから、制度の内容とともに利用方法についても積極的な周知・啓発

が必要。 

②  民生委員・児童委員からは、わかりやすい相談窓口・機関の設置、利用手続きに関す

る相談支援のニーズが高くなっており、地域の担い手への支援体制の整備も重要となっ

ている。 

③  令和３年度（2021年度）には成年後見支援センターを設置し、権利擁護に関する相談

支援体制の構築が進んでいる。今後は同センターのさらなる機能充実（特に、利用促進

機能、後見人支援機能、地域連携ネットワークの強化など）や体制の強化、権利擁護の

担い手の育成などに取り組み、成年後見制度が利用しやすい環境づくりを進める必要が

ある。 

 

２）虐待やＤＶの防止と早期発見・対応の徹底 

①  地域で虐待・ＤＶなどが見聞きされるケースが増加する一方で、連絡・相談・通報な

どの早期発見・早期対応に取り組む（もしくは意識のある）市民、民生委員・児童委員が

比較的少ない。 

②  虐待・ＤＶなどの被害は潜在化する傾向にあり、分野ごとはもちろん、分野横断型、

多機関連携による早期発見・早期対応に向けた体制の構築・強化とともに、地域での見

守り・気づき・支援へのつなぎが必要。 
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第３章 計画の基本的な考え方

１．基本理念

本格的な少子化・高齢化、人口減少社会の到来に伴い、単身世帯や核家族、高齢者世帯の増加

などが進み、生活環境や雇用環境などが大きく変化しており、地域でのつながりの希薄化や地域

社会の脆弱化などにも歯止めがかかっていません。また、新型コロナウイルス感染症の影響で、

より多くの人々が社会的孤立や経済的困窮に直面しており、地域でのつながりを維持・創出して

きた様々な活動の継続が困難な状況になっています。さらに、行政による分野別の支援では対応

が困難な複合化、複雑化した課題が地域で多く生まれています。

そして、制度・分野ごとの「縦割り」や、「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住

民や地域の多様な主体が参画し、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく

「地域共生社会」を実現することが重要となっています。

本計画では、本市の現状・課題や、市民をはじめ多様な主体の状況、想いなどを踏まえ、地域

福祉を推進することでめざす大和郡山市での地域共生社会を「世代を超えて みんながつながり

支えあうまち 大和郡山」と設定し、前計画で掲げた基本理念を継承します。

世代を超えて みんながつながり 支えあうまち 大和郡山
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２．基本目標

基本理念「世代を超えて みんながつながり 支えあうまち 大和郡山」、すなわち、大和郡

山市における地域共生社会の実現に向けて、前計画を振り返った結果などを踏まえ、以下の３つ

の基本目標を設定し、その達成をめざします。

基本目標１ 誰もがつながり、支えあえる 地域づくり

誰もが地域で自分らしく暮らすことができるよう、地域での多様なつながり、居場所づくりや

役割の創出に取り組みます。また、多様な主体とともに地域の課題解決力や防災力・防犯力の向

上に取り組むことで、誰もがつながり、支えあえる地域づくりを展開します。

基本目標２ 誰ひとり取り残さない 相談支援体制づくり

課題や不安・悩みを抱えた人・世帯が地域で孤立することなく、適切な支援につながるように、

身近な地域での気づきの促進や、気づきを支援につなげる体制、包括的に支援する体制の構築・

強化に取り組むことで、誰ひとり取り残さない相談支援体制づくりを展開します。

基本目標３ 地域福祉を推進するための 基盤づくり

地域福祉を推進していくための基盤となる地域・福祉などへの意識づくりや、地域づくりと相談

支援体制づくりを支える人づくり、地域での暮らしを下支えする生活基盤の整備に取り組みます。

また、地域福祉の推進の基盤となる庁内での連携および市と市社協の連携を強化するとともに、

地域福祉を推進するための基盤づくりを展開します。
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３．施策体系 

基本理念の実現に向けて設定した３つの基本目標を達成するための施策体系を以下のように

設定します。 

また、本計画をより効果的・効率的に推進するため、今後５年間において重点的に取り組む基

本施策を【重点施策】として設定します。 

 

基本目標 基本施策／取り組みの方向 

基本目標１ 

誰もがつながり、 

支えあえる 

地域づくり 

１ 誰もがつながり、活躍できる場・機会づくり 

１）交流の場・機会づくり、居場所づくりの推進 

２）多様な社会参加、活躍の促進 

２ 市民主体の多様な活動の活性化 

１）地縁型組織の活動の活性化 

２）民生委員・児童委員の活動の活性化 

３）テーマ型組織等の活動の活性化 

３ 地域の課題解決力の向上 【重点施策】 

４ 地域の防災力・防犯力の向上 

１）地域の防災力、災害対応力の向上 

２）防犯対策等の推進 

基本目標２ 

誰ひとり取り残さない 

相談支援体制づくり 

１ 課題を抱えた人・世帯に気づき、支援につなげる体制の 

強化 

２ 課題を抱えた人・世帯を包括的に支援する体制の 

構築・強化 【重点施策】 

１）各分野での相談支援機能の強化 

２）複合化、複雑化した課題に対応できる分野横断型の 

相談支援体制の構築・強化 

３）権利擁護支援体制の構築・強化 

基本目標３ 

地域福祉を 

推進するための 

基盤づくり 

１ 地域や福祉などへの意識づくり 

１）地域、福祉などへの関心の醸成 

２）福祉教育・学習の推進 

２ 地域福祉の推進を支える人への支援、人材の育成・確保 

１）地域活動などの担い手への支援、新たな担い手の 

発掘・育成 

２）地域福祉に関する専門職への支援、人材の育成・確保 

３ 生活基盤の整備 

４ 地域福祉の推進に向けた庁内連携および市と市社協の連携

の強化 【重点施策】 
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の強化 【重点施策】 
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４．本計画での圏域の考え方

地域福祉における「地域」には、自治会の範囲、地区社協の活動範囲など、様々な捉え方があ

ります。

より効果的に地域福祉に関する取り組みを展開できるよう、本計画では、前計画で設定した圏

域の考え方を継承し、それぞれの圏域に応じた取り組みを推進するとともに、状況に応じて適切

かつ柔軟に連携を図ります。

自治会圏域

  地区社協圏域

     地域包括支援センター圏域

市 全 域

●隣近所でのつきあい、あいさつ

●要支援者の見守り、声かけ など

身近な相談機能→必要な支援につなぐ

地域の福祉課題について、住民主体で話しあい、解決策を検討・実施

専門職による地域福祉活動の支援

交流イベント・行事などの実施 など

専門職（専門機関）などによる専門的な相談・支援

専門職と地域の多様な主体との連携・協働体制

地域の特性に応じた仕組みづくり など

全市的な施策展開・仕組みづくり

地域を限定しないテーマ型の活動 など

15 
 

 

【地区社協圏域】 

 
 

【地域包括支援センター圏域】 

 
 

 

  

矢田地区
郡山地区

片桐地区

昭和地区

筒井地区
治道地区

平和地区
西田中
地区

大和郡山市
地域包括支援センター

第二地域包括
支援センター

第四地域包括
支援センター

第三地域包括
支援センター



14

４．本計画での圏域の考え方

地域福祉における「地域」には、自治会の範囲、地区社協の活動範囲など、様々な捉え方があ

ります。

より効果的に地域福祉に関する取り組みを展開できるよう、本計画では、前計画で設定した圏

域の考え方を継承し、それぞれの圏域に応じた取り組みを推進するとともに、状況に応じて適切

かつ柔軟に連携を図ります。

自治会圏域

  地区社協圏域

     地域包括支援センター圏域

市 全 域

●隣近所でのつきあい、あいさつ

●要支援者の見守り、声かけ など

身近な相談機能→必要な支援につなぐ

地域の福祉課題について、住民主体で話しあい、解決策を検討・実施

専門職による地域福祉活動の支援

交流イベント・行事などの実施 など

専門職（専門機関）などによる専門的な相談・支援

専門職と地域の多様な主体との連携・協働体制

地域の特性に応じた仕組みづくり など

全市的な施策展開・仕組みづくり

地域を限定しないテーマ型の活動 など

15 
 

 

【地区社協圏域】 

 
 

【地域包括支援センター圏域】 

 
 

 

  

矢田地区
郡山地区

片桐地区

昭和地区

筒井地区
治道地区

平和地区
西田中
地区

大和郡山市
地域包括支援センター

第二地域包括
支援センター

第四地域包括
支援センター

第三地域包括
支援センター

14

４．本計画での圏域の考え方

地域福祉における「地域」には、自治会の範囲、地区社協の活動範囲など、様々な捉え方があ

ります。

より効果的に地域福祉に関する取り組みを展開できるよう、本計画では、前計画で設定した圏

域の考え方を継承し、それぞれの圏域に応じた取り組みを推進するとともに、状況に応じて適切

かつ柔軟に連携を図ります。

自治会圏域

  地区社協圏域

     地域包括支援センター圏域

市 全 域

●隣近所でのつきあい、あいさつ

●要支援者の見守り、声かけ など

身近な相談機能→必要な支援につなぐ

地域の福祉課題について、住民主体で話しあい、解決策を検討・実施

専門職による地域福祉活動の支援

交流イベント・行事などの実施 など

専門職（専門機関）などによる専門的な相談・支援

専門職と地域の多様な主体との連携・協働体制

地域の特性に応じた仕組みづくり など

全市的な施策展開・仕組みづくり

地域を限定しないテーマ型の活動 など

15

【地区社協圏域】

【地域包括支援センター圏域】

矢田地区
郡山地区

片桐地区

昭和地区

筒井地区
治道地区

平和地区
西田中
地区

大和郡山市
地域包括支援センター

第二地域包括
支援センター

第四地域包括
支援センター

第三地域包括
支援センター


